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1.Failover Setting (HA設定) 
 
1-1.初期 IPアドレス設定について 
 

ストレージ・コントローラ（ノード）の初期ネットワークインターフェイス IPアドレスの一覧を示します。(背面） 

eth0

eth2eth1

eth3

BMC

ストレージコントローラー（ノード１）,ストレージコントローラー（ ノード2）

eth0 1GbE 192.168.0.220 / 255.255.255.0、192.168.0.220 / 255.255.255.0

eth1 1GbE 192.168.1.220 / 255.255.255.0、192.168.1.220 / 255.255.255.0

eth2 10GbE 192.168.2.220 / 255.255.255.0、192.168.2.220 / 255.255.255.0

eth3 10GbE 192.168.3.220 / 255.255.255.0、192.168.3.220/ 255.255.255.0

BMC 1GbE BMCポートの設定および利用方法は、ZettaSutie ユーザーズマニュアル
を参照ください。注意：ZettaSuiteOSのGUIには表示されません。
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1-2.HA ネットワーク構成例１ 
ストレージ・コントローラ１,2の eth2 と eth3で bond0 を構成して、共有サービスおよび HAの ClusterRING を構成する例

を示します。 

 

JBOD

CNT1
(Node1)

CNT2
(Node2)

Ping node

bond0 bond0

 

・CluterRING を構成する Bond0（eth2,eth3）の設定は Active-backup で構成する必要があります。 

・共有サービスのアクセス用に VIP(Virtual IP)を設定します。 

・bond0 と同じサブネットに Ping Nodes(2 個以上)が必要になります。 

・各ネットワークは個別のサブネットワークを設定します。 

・bond0 のネットワーク切断、および、Ping Noede への未到達の条件により、フェイルオーバーします。 
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1-3.HA ネットワーク構成例１ 設定手順 
 

ZettSuite のネットワーク例 

 ノード 1 ノード 2 

eth0, eth1 未使用 未使用 

bond0(eth2,eth3)  

Active-Backup 

192.168.0.220 192.168.0.221 

VIP(on bond0) 172.16.50.220 

Ping Nodes1,2  192.168.0.1, 192.168.0.2  

 

ネットワーク例の設定を行う設定手順を示します。 

 

時刻の調節をします。System Settings > System > Time and date settings を確認します。 

 

ノード１ ネットワークを設定します。System Settings > Network > Interface を設定します。bond0 を構成します。 

 
 

ノード 2 ネットワークを設定します。System Settings > Network > Interface を設定します。bond0 を構成します。 

 
 

ノード 1 Storage メニューから、プールを設定します。プール設定方法は「ストレージプールの設定」を参照してください。 

 

ノード 1 必要に応じて、User Management メニューから、ユーザーを設定します。 

 (Active Directory(AD)server authentication を有効にする場合、ノード 2 でも、同じ ActiveDirectory に接続す

 るように設定します。Lightweight Directory Access Protocol (LDAP）を有効にする場合、ノード 2でも、LDAP 

 Settings LDAP domain name と passwordが一致するように設定します。) 

 

ノード 1 必要に応じて、Storage Settingsから、NFS/SMB のネットワークサービスを設定します。 

 共有の作成は、「NAS 共有の設定」を参照してください。 

 

ノード 1 Failover Settings メニューから、リモートノード(node2)をバインディングします。
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ノード 1 Failover Settings メニューから、Clustered services を選択して、Editで、Ping nodes を設定します。 

 
 

ノード 1 Storage メニューから、プールを選択します。Add virtual IP で VIPを bond0 に設定します。 

 
 

ノード 1  Failover Settings メニューから、Failover status を選択して、Strat Failover を実行します。 

 
 

ノード 1,2 Failover Settings メニューから、Failover status が Startedになったら完了です。 
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1-4.HA ネットワーク構成例 2 
ストレージ・コントローラ１,2の eth0 と eth1で bond0 を構成して、HAの ClusterRING を構成します。また、ストレージ・コン

トローラ１,2 の eth2 と eth3 で bond1 を構成して、共有サービスを提供する例を示します。 

JBOD

CNT1
(Node1)

CNT2
(Node2)

Ping node

bond0 bond0bond1bond1

 

・CluterRING を構成する Bond0（eth0,eth1）の設定は Active-backup で構成する必要があります。 

・bond1(eth2,eth3) 

NASサービスで、Balance-tlb, Active-backup, 802.3ad, Balance-rr, Balance-xor, Broadcast から選択します。 

iSCSIで、Active-backup を選択します。 

HA構成では Balance-albは選択できません。 

・共有サービスのアクセス用に bond1に VIP(Virtual IP)を設定します。 

・bond0 と同じサブネットに Ping Nodes(2 個以上)が必要になります。 

・各ネットワークは個別のサブネットワークを設定します。 

・bond0 のネットワーク切断、および、Ping Noede への未到達の条件により、フェイルオーバーします。 
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1-5.HA ネットワーク構成例 2 設定手順 

 
ZettSuite のネットワーク設定例 

 ノード 1 ノード 2 

bond0(eth0,eth1)  

Active-Backup 

192.168.0.220 192.168.0.221 

bond1(eth2,eth3)  192.168.1.220 192.168.1.221 

VIP(on bond1) 172.16.50.220 

Ping Nodes1,2 192.168.0.1, 192.168.0.2 

 
ネットワーク例の設定を行う設定手順を示します。 

 

時刻の調節をします。System Settings > System > Time and date settings を確認します。 

 

ノード１ System Settings > Network > Interface を設定します。bond0 と bond1 を構成します。 

 
 

ノード 2 System Settings > Network > Interface を設定します。bond0 と bond1 を構成します。 

 
 

ノード 1 Storage メニューから、プールを設定します。プール設定方法は「ストレージプールの設定」を参照してください。 

 

ノード 1 必要に応じて、User Management メニューから、ユーザーを設定します。 

 (Active Directory(AD)server authentication を有効にする場合、ノード 2 でも、同じ ActiveDirectory に接続す

 るように設定します。Lightweight Directory Access Protocol (LDAP）を有効にする場合、ノード 2でも、LDAP 

 Settings LDAP domain name と passwordが一致するように設定します。) 

 

ノード 1 必要に応じて、Storage Settingsから、NFS/SMB のネットワークサービスを設定します。共有の作成は、「NAS

 共有の設定」を参照してください。 
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ノード 1 Failover Settings メニューから、:リモートノード(node2)をバインディングします。 

 
 

ノード 1 Storage メニューから、プールを選択します。Add virtual IP で VIPを bond1 に設定します。 

 
 

ノード 1 Failover Settings メニューから、Clustered services を選択して、Editで、Ping nodes を設定します。 

 
 

ノード 1 Failover Settings メニューから、Failover status を選択して、Strat Failover を実行します。 

 
 

ノード 1,2 Failover Settings メニューから、Failover status が Startedになったら完了です。 
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1-6.HA ネットワーク構成例 3 iSCSI 専用例 
ストレージ・コントローラ１,2の eth0 と eth1で bond0 を構成して、HAの ClusterRING を構成します。また、ストレージ・コン

トローラ１,2 の eth2 と eth3に VIPを追加して iSCSI ターゲットを構成します。さらに、ホストコンピュータでマルチパス

（MPIO）設定する例を示します。 

JBOD

CNT1
(Node1)

CNT2
(Node2)

Ping node

bond0 bond0eth2,3eth2,3

 

・CluterRING を構成する Bond0（eth0,eth1）の設定は Active-backup で構成する必要があります。 

・iSCSIのアクセス用に eth2,eth3 に VIP(Virtual IP)を設定します。 

・bond0 と同じサブネットに Ping Nodes(2 個以上)が必要になります。 

・各ネットワークは個別のサブネットワークを設定します。 

・bond0 のネットワーク切断、および、Ping Noede への未到達の条件により、フェイルオーバーします。 
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1-7.HA ネットワーク構成例 3 設定手順 

 

ZettSuiteのネットワーク設定例 

 ノード 1 ノード 2 

bond0(eth0,eth1)  

Active-Backup 

192.168.0.220 192.168.0.221 

eth2  192.168.1.220 192.168.1.221 

eth3 192.168.2.220 192.168.2.221 

VIP (on eth2) 10.0.0.220 

VIP (on eth3) 11.0.0.220. 

Ping Nodes1,2 192.168.0.1, 192.168.0.2 

 
ネットワーク例の設定を行う設定手順を示します。 

 

時刻の調節をします。System Settings > System > Time and date settings を確認します。 

 

ノード 1 System Settings > Network > Interface を設定します。bond0 を構成します。 

 
 

ノード 2 System Settings > Network > Interface を設定します。bond0 を構成します。 

 
 

ノード 1 Storage メニューから、プールを設定します。プール設定方法は「ストレージプールの設定」を参照してください。 

 

ノード 1 必要に応じて、User Management メニューから、CHAP user access を設定します。 

 

ノード 1 必要に応じて、Storage Settingsから、CHAP user access authentication を設定します。 

 

ノード 1 iSCSI ターゲットからを構成します。「iSCSIボリュームの設定」を参照してください。 
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ノード 1 Failover Settings メニューから、:リモートノード(node2)をバインディングします。 

 
 

ノード 1 Storage メニューから、プールを選択してします。Add virtual IPで VIPをノード 1 とノード 2 の eth2, eth3にそ

 れぞれ設定します。 

 
 

ノード 1 Failover Settings メニューから、Clustered services を選択して、Editで、Ping nodes を設定します。 

 
 

ノード 1 Failover Settings メニューから、Failover status を選択して、Strat Failover を実行します。 
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ノード 1,2 Failover Settings メニューから、Failover status が Startedになったら完了です。 

 
 

1-8.HA の操作 自ノードへのリソースの移動 
リソース（ストレージプール）をノード間で移動することが可能です。 

ストレージプールの移動について説明をいたします。  

 

※クラスター（HA）が正常に動作していることが前提です。 

該当のストレージプールの状態が確認できます。（以下の例では、他ノードでアクティブであると表示されています。）この

ストレージプール(Pool-0)を自ノードに移動するには、「Move to this node」をクリックします。 

 
 
確認メッセージが表示されます。完了しましたら、以下の表示（ONLINE）となります。 

 
1-9.HA の操作 他ノードへのリソースの移動 
リソース（ストレージプール）をノード間で移動することが可能です。 

ストレージプールの移動について説明をいたします。  

 

※クラスター（HA）が正常に動作していることが前提です。 

該当のストレージプールの状態が確認できます。（以下の表示は、この WebGUIで操作しているノードにおいて ONLINE

の状態となっています。）移動させるストレージプールの「Options」もしくは「Options」横の 「 」をクリックします。

 

「Move」を選択します。 
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確認メッセージが表示されます。完了しましたら、以下のように他ノードでアクティブであると表示されます。 

 
 

 

1-10.HA の操作 開始方法 
「Failover Settings」メニューで「Failover status」欄の下に「Start Failover」が表示されています。 

この「Start Faileover」ボタンをクリックします。 

 
 

Failover の実効が完了すると、Status が Startedの表示になります。 

 
 

1-11.HA の操作 停止方法 両方ノード 
ZettaSuite の両ノードを停止する方法を以下に説明します。 

 

※HAプロセスは停止されますが、現在つながっているリソースの移動並びにサービス用 IPの停止は伴いませんので、

共有領域にアクセスが可能な状態のままとなります。ただし、リソースの移動は不可となりますのでクラスター停止後にノ

ードがダウンした場合、サービスは止まります。 

 

「Failover Settings」メニューで「Failover status」欄の下に「Stop Failover」が表示されています。「Stop on both node」を選

択します。 

  
  



 

13 

 
1-12.HA の操作 停止方法 片側ノード 
ZettaSuite のある一つのノードにて、HAを停止する方法を以下に説明します。 

 

※一つのノードにおいて HAプロセスは停止され、そのノードに接続されているリソースはもう片方のノードに移動されま

す。移動が完了するまで、共有等のリソースにアクセスできない時間が発生しますので注意してください。 

 

※この操作で停止されるノードは、自ノードとなりますので必ずクラスター停止するノードにてログインを実施してください。 

 

「Failover Settings」メニューで「Failover status」欄の下に「Stop Failover」が表示されています。「Stop on local node」を選

択します。 

 

  
 

 

1-13.Windows フェールオーバークラスタリング環境での利用 
Windows フェールオーバークラスタリング機能（クラスタ環境での Hyper-Vを含む）が正しく機能するようにするには、

SCSI-3 Persistant Reservation Synchronization を有効にする必要があります。 

 

 
 

Failover Settings メニューから、「SCSI-3 Persistent Reservation Synchronization」の項目があります。「Enable Persistent 

Reservation Synchronization」をクリックし、「Apply」ボタンをクリックします。 
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